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プロフィール

プロフィール

【行是】
昭和47年に制定された行是は、「強靭（強く、粘り強
いこと、日常の鍛錬と合理性・団結を伴うもの）」、「清
新（新しい感覚と創造力、積極性をもって行動するこ
と）」、「誠実（公共的使命を認識し地域と大衆に奉仕
せよ）」の３つの言葉で、当行役職員の精神の基本と
なっている。

（平成20年3月31日現在）

名　　　　 称 武蔵野銀行
The Musashino Bank,Ltd

本 店 所 在 地 さいたま市大宮区桜木町一丁目10番地8
ホームページ http://www.musashinobank.co.jp
設　　　　 立 昭和27年3月6日

ネットワーク

営業店舗数	 91か店
	 （県内89、県外２）
住宅ローンセンター数	 11か所
法人オフィス数	 5か所
店舗外ATM数（拠点数）	 120か所
ATM・CD設置台数	 467台

従 業 員 数 2,020名
総 資 産 33,987億円
預 金 等 残 高 31,538億円
貸 出 金 残 高 26,350億円
資 本 金 457億円
発行済株式数 34,455,456株
自己資本比率 10.34％

◦武蔵野銀行

◦武蔵野銀行グループ

◦目次　CONTENTS
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ごあいさつ

ごあいさつ
　皆さまには、平素より武蔵野銀行をご利用、お引き立て
いただき、誠にありがとうございます。
　このたび、当行に対するご理解をより一層深めていただ
くため、平成19年度の営業の概況等をわかりやすくお知ら
せする本冊子を発行することといたしました。

　当行は、平成19年4月から22年3月までの3年間を計画期間
とする中期経営計画「VALUE UP 21」にグループを挙げて
取り組んでおります。この計画は「新たな価値創造に向け
た3年間」と位置付け、お客さまに対して付加価値の高いサー
ビスをご提供することにより、お客さま満足度の向上を通
じて当行の企業価値を高めていくことを目指しております。

　平成20年3月期は、貸出金残高は、2兆6,350億円となり、
前年比1,835億円の増加、年間増加率にして+7.4%となりま
した。これは地方銀行64行のうち、増加率順位では第1位、
同じく増加額では第6位であり、地銀トップクラスの好調な
伸びを続けております。（20年3月31日現在、ニッキンデー
タより）。また、預金につきましても堅調な伸びとなってお
ります。
　収益面では、本業部門の収益力を示すコア業務純益は6年
連続で最高益を更新することが出来ました。また、当期純
利益も、昨年度に次ぐ過去2番目の高水準の利益を計上する
ことが出来ました。
　これもひとえに、お客さま、株主さまの温かいご支援、
ご愛顧の賜物と心より感謝申し上げます。

　当行は、地元埼玉県において、「お客さま満足度No.1銀行」、
「県民のベストリテールバンク」を目指し、引き続き県民
の皆さまにより一層付加価値の高いサービスを提供するよ
う、努力してまいる所存です。
　今後とも一層のご支援、ご愛顧を賜りますよう、心より
お願い申し上げます。

平成20年6月

頭取頭取
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! 業績のポイント
業績は

順調に伸展
● �コア業務純益は前年比3億円増加し238億円となり、6年連続で
最高益を更新しました。

● 経常利益は171億円、当期純利益は109億円となりました。

損益の状況、貸出金・預金等の状況

業績ハイライト

経常利益は、コア業務純益は順調に拡大しましたが、有価証券
関係の減損処理などにより前年比11億円減少し、171億円となり
ました。また、当期純利益も前年比7億円減少し、109億円となり
ました。

本業の収益力を示すコア業務純益は、貸出金の増加などから、
前年比3億円増加し、238億円となり、6年連続で最高益を更新し
ました。

損益の状況
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! 業績のポイント
地域経済

発展のために

業績ハイライト

● �貸出金残高は2兆6,350億円となり、前年比プラス7.4％、
1,835億円の増加となりました。

● �預金等残高は3兆1,538億円となり、前年比プラス3.9％、
1,202億円の増加となりました。

県内地元企業及び個人のお客さまの借入ニーズに積極的にお
応えすべく取り組みました結果、法人向け、個人向けともに順調
に推移し、前年比1,835億円増加し、2兆6,350億円となりました。

地域に密着した営業基盤の拡充に努めましたことなどから、個
人預金を中心に順調な伸びとなり、前年比1,202億円増加し、 
3兆1,538億円となりました。
※預金等とは、預金に譲渡性預金を加えたものです。

貸出金の状況 預金等の状況
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! 業績のポイント
安定感のある
経営を維持し
ています

貸出金の好調な増加などから、前年比で△0.17％と僅かに減少しましたが、
単体・連結とも10％台を維持し、国内統一基準の4％を大幅に上回っており、
当行の財務内容は引続き高い健全性を堅持しております。

当行は、日本格付研究所から「長期優先債務」について「A＋」
の格付を取得しております。
当行の格付「A＋」は、「債務履行の確実性が高い」という投資
適格の評価です。
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自己資本比率 格　　付

● �当行の自己資本比率は10．34％で、財務内容は引続き高い健
全性を堅持しております。

● �格付は「A＋」、債務履行の確実性が高い「投資適格」の評価を受
けています。

自己資本比率、格付、不良債権の状況

業績ハイライト
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! 業績のポイント
資産の

健全化を推進

平成20年3月末の不良債権681億円に対する備えで
は、担保・保証471億円、貸倒引当金99億円の570億
円が確保され、保全率は83.7％です。
残りの111億円は直ちに保全が必要な債権ではなく、
仮に全額追加負担となっても、自己資本で処理できる
だけの十分な経営体力を有しています。

金融再生法に基づく開示債権
平成20年3月末実績は、破産更生債権及びこれらに準ずる債権が
161億円、危険債権が289億円、要管理債権が231億円となり、いわゆ
る不良債権残高は、前年比1億円減少し、681億円となりました。

平成20年3月末の不良債権比率は、前年比0.20％低下し2.55％
となり、資産の健全化が一段と進みました。

業績ハイライト
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不良債権への備え

● 不良債権残高は681億円となり、前年比1億円減少しました。
● 不良債権比率は2.55％となり、前年比0.20％低下しました。
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破 産 更 生 債 権 及び 
これらに準ずる債権 163 161 △2

危険債権 292 289 △3
要管理債権 227 231 4
小計（不良債権） 682 681 △1
正常債権 24,111 25,935 1,824

合　　計 24,793 26,616 1,823

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
（経営体力で見ると1,449億円の余裕）

危険債権危険債権
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231億円
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貸借対照表の「純資産の部」貸借対照表の「純資産の部」
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貸倒引当金による保全
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681億円

経営体力
2,130億円
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0.86％



7 MINI DISCLOSURE Vol.25

収益体系図、貸借対照表、損益計算書

業績ハイライト

業務執行体制

監督 付議

選任

選任
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助言執行役員

会計監査人

法律事務所
税 理 士
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取 締 役 会
取　締　役

監 査 役 会
監 査 役

［コーポレート・ガバナンス体制図］

資金運用収益 624億円
事業性貸出金、住宅ローンなどの利
息や有価証券の利息・配当金等

資金調達費用 99億円
普通預金、定期預金等の各種
預金に支払う利息等

役務取引等費用 44億円
他行ＡＴＭのご利用等で他行
に当行が支払う手数料等

その他業務費用 41億円
国債等債券の売却損や償還
損等

役務取引等収益 99億円
投信、国債等の販売や振込・ATMご
利用等で当行が受け取る手数料等

その他業務収益 23億円
国債等債券の売却益や償還益、外
国為替売買益等

業務粗利益562億円
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●❶資金運用収支 525億円

●❷役務取引等収支 55億円

●❸その他業務収支 △18億円

業務粗利益　562億円

臨時費用 66億円
不良債権処理損、株式売却損、株式償却等 経常利益 171億円

当期純利益 109億円

コア業務純益 238億円

業務純益 209億円

業務純益 209億円

臨時収益 28億円
株式売却益等

経常利益 171億円

特別利益 13億円

特別損失 2億円

法人税等 73億円

法人税等調整額 0億円

債券5勘定尻 △32億円
債券関係キャピタル益

経費 356億円
人件費・物件費・税金

一般貸倒引当金繰入 △3億円

業務粗利益

当期純利益

経常利益

コア業務純益／業務純益
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業績ハイライト

貸借対照表　 （単位：百万円）
科　　目 平成19年3月末 平成20年3月末

（資産の部）
現金預け金 121,080 72,123
コールローン 30,712 62,990
買入金銭債権 23,281 23,703
商品有価証券 638 727
金銭の信託 1,500 1,490
有価証券 609,932 523,159
貸出金 2,451,532 2,635,098
外国為替 1,731 1,449
その他資産 27,993 26,350
有形固定資産 33,454 34,055
無形固定資産 3,333 2,492
繰延税金資産 4,775 14,661
支払承諾見返 15,260 14,005
貸倒引当金 △１４，３６２ △１３，５８０

資産の部合計 3,310,864 3,398,727
（負債の部）

預金 2,965,047 3,043,233
譲渡性預金 68,574 110,623
コールマネー 10,388 1,001
借用金 14,919 16,887
外国為替 128 79
社債 18,000 18,000
その他負債 43,585 25,742
賞与引当金 1,314 1,361
役員賞与引当金 56 13
退職給付引当金 5,723 5,719
役員退職慰労引当金 302 200
睡眠預金払戻引当金 － 190
再評価に係る繰延税金負債 5,642 5,641
支払承諾 15,260 14,005

負債の部合計 3,148,944 3,242,699
（純資産の部）

資本金 45,743 45,743
資本剰余金 39,440 39,441
　資本準備金 38,351 38,351
　その他資本剰余金 1,089 1,089
利益剰余金 56,367 65,272
　利益準備金 10,087 10,087
　その他利益剰余金 46,279 55,185
自己株式 △２０７ △４４２
株主資本合計 141,344 150,015
その他有価証券評価差額金 13,409 136
繰延ヘッジ損益 210 △１，０７９
土地再評価差額金 6,956 6,955
評価・換算差額等合計 20,576 6,012

純資産の部合計 161,920 156,027
負債及純資産の部合計 3,310,864 3,398,727

損益計算書 （単位：百万円）
科　　目 平成19年3月期 平成20年3月期

経常収益 72,340 77,679
　資金運用収益 55,950 62,485
　（うち貸出金利息） （46,081） （52,909）
（うち有価証券利息配当金） （9,449） （8,855）
役務取引等収益 10,368 9,959
その他業務収益 2,402 2,370
その他経常収益 3,618 2,864

経常費用 54,010 60,503
　資金調達費用 4,747 9,934
　（うち預金利息） （2,888） （7,383）
　役務取引等費用 4,259 4,444
　その他業務費用 2,792 4,175
　営業経費 35,839 35,538
　その他経常費用 6,371 6,410
経常利益 18,329 17,176
特別利益 597 1,338
特別損失 391 219
税引前当期純利益 18,536 18,294
法人税、住民税及び事業税 6,310 7,303
過年度未払法人税等戻入額 △５６６ －
法人税等調整額 1,033 21
当期純利益 11,758 10,969
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連結貸借対照表、連結損益計算書、連結キャッシュフロー計算書、連結子会社7社

業績ハイライト

連結キャッシュ・フロー計算書（要約） （単位：百万円）
科　　目 平成19年3月期 平成20年3月期

営 業 活 動 によるキャッシュ・フロー △５９，８７３ △85,131
投 資 活 動 によるキャッシュ・フロー 42,855 36,489
財 務 活 動 によるキャッシュ・フロー 2,778 △302
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 加 額 △１４，２３９ △48,944
現 金 及び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 134,841 120,601
現 金 及び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 120,601 71,656

連結貸借対照表　 （単位：百万円）
科　　目 平成19年3月末 平成20年3月末

（資産の部）
現金預け金 122,141 73,429
コールローン及び買入手形 30,712 62,990
買入金銭債権 23,281 23,703
商品有価証券 638 727
金銭の信託 1,500 1,490
有価証券 612,878 526,108
貸出金 2,440,258 2,624,130
外国為替 1,731 1,449
その他資産 57,249 54,534
有形固定資産 34,458 35,045
無形固定資産 3,352 2,524
繰延税金資産 7,599 16,842
支払承諾見返 15,260 14,005
貸倒引当金 △１８，５０９ △１８，０８５
投資損失引当金 △０ △０

資産の部合計 3,332,553 3,418,895
（負債の部）

預金 2,961,412 3,038,990
譲渡性預金 65,574 107,623
コールマネー及び売渡手形 10,388 1,001
借用金 27,593 28,496
外国為替 128 79
社債 18,000 18,000
その他負債 55,226 37,472
賞与引当金 1,408 1,453
役員賞与引当金 77 29
退職給付引当金 5,763 5,766
役員退職慰労引当金 302 200
利息返還損失引当金 26 60
睡眠預金払戻引当金 － 190
ポイント引当金 － 58
再評価に係る繰延税金負債 5,642 5,641
支払承諾 15,260 14,005

負債の部合計 3,166,804 3,259,069
（純資産の部）

資本金 45,743 45,743
資本剰余金 39,440 39,441
利益剰余金 57,470 66,229
自己株式 △２０７ △４４２

株主資本合計 142,447 150,971
その他有価証券評価差額金 13,409 139
繰延ヘッジ損益 210 △１，０７９
土地再評価差額金 6,956 6,955

評価・換算差額等合計 20,576 6,015
少数株主持分 2,724 2,839

純資産の部合計 165,748 159,826
負債及純資産の部合計 3,332,553 3,418,895

連結損益計算書 （単位：百万円）
科　　目 平成19年3月期 平成20年3月期

経常収益 84,337 89,679
　資金運用収益 56,314 62,783
（うち貸出金利息） （46,414） （53,169）
（うち有価証券利息配当金） （9,471） （8,886）
役務取引等収益 11,207 10,819
その他業務収益 3,046 3,025
その他経常収益 13,768 13,051

経常費用 65,400 71,592
　資金調達費用 4,905 10,107
（うち預金利息） （2,886） （7,376）

　役務取引等費用 3,629 3,863
　その他業務費用 2,792 4,175
　営業経費 36,269 36,010
　その他経常費用 17,802 17,435
経常利益 18,936 18,087
特別利益 475 1,454
特別損失 391 220
税金等調整前当期純利益 19,020 19,320
法人税、住民税及び事業税 7,279 7,734
過年度未払法人税等戻入額 △５６６ －
法人税等調整額 330 655
少数株主利益 217 108
当期純利益 11,759 10,822

連結子会社７社
ぶぎん総合リース株式会社
ぶぎん保証株式会社
むさしのカード株式会社
ぶぎんビジネスサービス株式会社
ぶぎんシステムサービス株式会社
株式会社ぶぎん地域経済研究所
株式会社ぶぎんキャピタル
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業績ハイライト株主資本等変動計算書、連結株主資本等変動計算書

株主資本等変動計算書（平成19年4月1日から平成20年3月31日まで） （単位：百万円）
株主資本 評価・換算差額等

純資産
合　計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合　　計

その他有
価証券評
価差額金

繰延
ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計資本準備金 その他

資本剰余金
資本剰余金
合　　　計 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合　　　計不動産圧

縮積立金 別途積立金 繰越利益
剰余金

前事業年度末残高 45,743 38,351 1,089 39,440 10,087 436 33,060 12,783 56,367 △207 141,344 13,409 210 6,956 20,576 161,920

当事業年度変動額

　剰余金の配当 － － － － － － － △2,064 △2,064 － △2,064 － － － － △2,064

　当期純利益 － － － － － － － 10,969 10,969 － 10,969 － － － － 10,969

　自己株式の取得 － － － － － － － － － △238 △238 － － － － △238

　自己株式の処分 － － 0 0 － － － － － 3 4 － － － － 4

土地再評価差額
金取崩額 － － － － － － － 0 0 － 0 － － － － 0

不動産圧縮積立
金取崩額 － － － － － △10 － 10 － － － － － － － －

別途積立金の積立 － － － － － － 9,500 △9,500 － － － － － － － －

株主資本以外の
項目の当事業年
度変動額（純額）

－ － － － － － － － － － － △13,273 △1,289 △0 △14,563 △14,563

当事業年度変動額
合計 － － 0 0 － △10 9,500 △584 8,905 △235 8,671 △13,273 △1,289 △0 △14,563 △5,892

当事業年度末残高 45,743 38,351 1,089 39,441 10,087 426 42,560 12,198 65,272 △442 150,015 136 △1,079 6,955 6,012 156,027

連結株主資本等変動計算書（平成19年4月1日から平成20年3月31日まで） （単位：百万円）
株主資本 評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証

券評価差額金
繰延ヘッジ

損益
土地再評価

差額金
評価・換算
差額等合計

前連結会計年度末
残高 45,743 39,440 57,470 △207 142,447 13,409 210 6,956 20,576 2,724 165,748

当連結会計年度変
動額

剰余金の配当 － － △2,064 － △2,064 － － － － － △2,064

当期純利益 － － 10,822 － 10,822 － － － － － 10,822

　自己株式の取得 － － － △238 △238 － － － － － △238

　自己株式の処分 － 0 － 3 4 － － － － － 4

土地再評価差額
金取崩額 － － 0 － 0 － － － － － 0

株主資本以外の項
目の当連結会計年
度変動額（純額）

－ － － － － △13,270 △1,289 △０ △14,560 115 △14,445

当連結会計年度変
動額合計 － 0 8,758 △235 8,524 △13,270 △1,289 △０ △14,560 115 △5,921

当連結会計年度末
残高 45,743 39,441 66,229 △442 150,971 139 △1,079 6,955 6,015 2,839 159,826
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経営理念、中期経営計画

経営方針
経営理念
「地域共存」……豊かな地域社会の実現に寄与し、地域とともに発展します。

「顧客尊重」……�変化を先取りした果敢な経営を展開し、組織を挙げて最良のサービスを提供します。

中期経営計画「VALUE UP 21」（19年4月〜22年3月）

当行は、「地域共存」「顧客尊重」を永遠の経営理念に掲げており、平成19年4月には中期経営計画「VALUE UP 21」をスタートさせました。
基本方針・基本戦略で掲げた課題と計画目標の達成に向けて、全力で取組んでおります。

☞ 用語解説
コア業務純益  銀行の本業（資金の運用、手数料等）から得られた利益のこと。
コ ア R O A  利益を総資産で除して求める収益性の財務指標で高い方がよい。
R 　 O 　 E  株主資本に対する純利益の比率のことで、株主資本をもとに当行が1年間に上げた収益を知る指標で高い方がよい。
コ ア O H R  �業務粗利益に対する経費の割合のことで、営業の効率性（利益をあげるためにどのくらいの経費をかけているか）を示す指標で低い方がよい。

目指す銀行像

「お客さま満足度No.1銀行」、「県民のベストリテールバンク」

基本方針

基本戦略

お客さま満足度No.1銀行を追求 持続的成長戦略を展開 スリムで強靭な企業体質を構築

営業体制の抜本的改革 人財・組織の活性化

企業価値向上に向けた好循環サイクル

お客さま満足度向上

県内における存在感の確立

お客さまからの支持拡大
（取引シェア拡大）

経営品質の高度化

収益向上

目標とする指標
コア業務純益 経常利益 当期純利益 コアROA ROE コアOHR 自己資本比率 不良債権比率 分配可能額

１９年度実績 ２３８億円 １７１億円 １０９億円 0.71% 6.89% 59.89% 10.34% 2.55% ５４８億円
２１年度目標 ２８５億円 ２３５億円 １４０億円 0.75% 7.30% 55.00% １０％以上 １％台 ７７０億円

経営方針
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内部管理体制コーポレート・ガバナンス体制、勧誘方針

内部管理体制

業務執行体制

監督 付議

選任

選任

監査

助言執行役員

会計監査人

法律事務所
税 理 士

選任

株 主 総 会

経営会議

本部・営業店

監査

報
告

コンプライアンス
委 員 会

監査部

取 締 役 会
取　締　役

監 査 役 会
監 査 役

［コーポレート・ガバナンス体制図］

資金運用収益 624億円
事業性貸出金、住宅ローンなどの利
息や有価証券の利息・配当金等

資金調達費用 99億円
普通預金、定期預金等の各種
預金に支払う利息等

役務取引等費用 44億円
他行ＡＴＭのご利用等で他行
に当行が支払う手数料等

その他業務費用 41億円
国債等債券の売却損や償還
損等

役務取引等収益 99億円
投信、国債等の販売や振込・ATMご
利用等で当行が受け取る手数料等

その他業務収益 23億円
国債等債券の売却益や償還益、外
国為替売買益等

業務粗利益562億円

＋

＋

－

－

－

＝

＝

＝

－

－

＝

－ ＝

－ ＝

－ ＝

●❶資金運用収支 525億円

●❷役務取引等収支 55億円

●❸その他業務収支 △18億円

業務粗利益　562億円

臨時費用 66億円
不良債権処理損、株式売却損、株式償却等 経常利益 171億円

当期純利益 109億円

コア業務純益 238億円

業務純益 209億円

業務純益 209億円

臨時収益 28億円
株式売却益等

経常利益 171億円

特別利益 13億円

特別損失 2億円

法人税等 73億円

法人税等調整額 0億円

債券5勘定尻 △32億円
債券関係キャピタル益

経費 356億円
人件費・物件費・税金

一般貸倒引当金繰入 △3億円

業務粗利益

当期純利益

経常利益

コア業務純益／業務純益

当行では、コーポレート・ガバナンスを経営上の重要課題と認識し、法令、行内規程を遵守しつつ、取締役会及び監査役会において、取締役の職務の
執行について厳正な監視を行っています。また、執行役員制度により、経営と業務執行の役割分担を明確化し、取締役と執行役員がそれぞれ責任
を持って業務を行う体制としています。経営の観点からもコンプライアンス全般を評価し、社会規範に則した誠実､公正で透明性の高い企業活動を
実現するため、コンプライアンス委員会を設置し、半期に一度、コンプライアンスに係る推進施策、コンプライアンス体制などについて審議しています。

当行は、社会の一員として、地域社会との良好な関係を保ちながら持続的に発展を続けるため、コーポレート・ガバナンス（企業経営に不正行為がな
いことをチェックする機能）の充実、コンプライアンス（法令遵守）の徹底など内部管理体制の強化に努めています。

コーポレート・ガバナンス体制

お客さまへの商品勧誘にあたって

当行は、「金融商品の販売等に関する法律」等に基づき、金融商品の販売に係る勧誘を行う場合、次の事項を遵守するよう定めています。

１．�お客さまの知識、経験、保有資産の構成、投資目的やご意向を勘案させて戴いた上で、お望みの目的にかなうと判断される金融商品をお勧め致
します。

２．�最終的にはお客さま自身のご判断でお取引き戴くため、お客さまに対し商品の「仕組み」や「リスクの内容」など重要な事項を十分ご理解戴けるよ
う、説明に努めます。

３．断定的な判断を申し上げたり、事実でない情報を提供するなど、お客さまの誤解を招くような勧誘は行いません。
４．お客さまにとって不都合な時間帯やご迷惑な場所などで勧誘を行うことは致しません。
５．これらの勧誘方針に沿った適正な勧誘を行うために、研修体制の充実や行内ルールの整備に努めます。

平成20年3月31日現在



13 MINI DISCLOSURE Vol.25

県民の皆さまへの貸出金、県民の皆さまからの預金、預り資産

県内の事業性貸出金、個人ローンがともにバランスよく増加し
た結果、20年3月末の地域向け貸出金残高は、前年比1,601億
円増加し2兆3,844億円となり、地域向け貸出金比率は90.49％
となりました。

20年3月末地域向けの中小企業等に対する貸出金残高は、前
年比949億円増加し、2兆1,191億円となりました。また、中小企業
等貸出金比率は88.87％となりました。

地域向け貸出金が大幅に増加したことに伴い、20年3月末の
埼玉県内の貸出金シェアは、前年比0.60％増加し、14.53％とな
りました。
出所：�日本銀行調査統計局資料ほか銀行は全店舗計（属地主義）、信用金

庫は本店所在地ベース

三大疾病保障付住宅ローン、エコハウスローンなどの付加価
値の高い住宅ローンの順調な増加などから、20年3月末残高は
9,754億円となりました。

地域向け貸出金

地域向け中小企業等貸出金

県内貸出金シェア

地域の個人ローン
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中小企業等貸出金比率
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12.0

13.0

14.0

15.0

17年3月末 18年3月末 19年3月末 20年3月末

（％）

12.74
13.26

13.93

14.53

0

2,500

7,500

5,000

10,000

12,500

17年3月末 18年3月末 19年3月末 20年3月末

地域向け個人ローン
（億円）

7,453
8,439

9,023
9,754

※当行では「地域」について、埼玉県及び経済圏・生活圏等が重なる茨城県五霞町と位置づけています。

信用金庫
14.51%

武蔵野銀行
14.53%

他の銀行
70.96%

埼玉県
総貸出金残高
16兆3,831億円

埼玉県
総貸出金残高
16兆3,831億円

県民の皆さまとともに
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県民の皆さまへの貸出金、県民の皆さまからの預金、預り資産

20年3月末の地域からの預金残高は、前年比834億円増加
し、3兆220億円となりました。この結果、地域からの預金比率は、
99.3％となりました。

20年3月末の地域からの預り資産（投資信託、国債、年金保険）
は順調に増加し、前年比724億円増加し5,023億円となりました。

地域からの預金が着実に増加したことに伴い、20年3月末の
埼玉県内の預金シェアは、前年比0.10％増加し、11.21％となり
ました。
出所：�日本銀行調査統計局資料ほか銀行は全店舗計（属地主義）、信用金

庫は本店所在地ベース

給与や年金などの振込口座として、多くのお客さまから当行の
口座をご指定いただいています。給与振込及び年金受取口座
のご指定は毎年着実に増加しています。

地域からの預金

地域からの預り資産

県内預金シェア

給与振込・年金受取の口座ご指定状況
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地域経済活性化のために、より便利にご利用いただくために

県民の皆さまとともに
産学連携を支援

県内最大の展示商談会を主催 株式上場セミナー開催

当行では、お取引先企業の皆さまの研究開発や経営課題の解決を支援し、新事業等の前向きな事業活動を推進するため、産学連携支援に
取り組んでおります。平成19年11月29日（木）には、日本工業大学と産学連携協定を締結、同校の高度な研究ノウハウや設備を活用し、新事業
立ち上げや研究開発など、さまざまなニーズを持つお取引先企業を支援することが可能になりました。
また、文科系大学との連携も進めており、平成19年12月25日（火）には、西武文理大学と顧客サービスの人材育成等のニーズを持つお取引先
企業のご支援を目的に協定を締結しました。

平成20年2月14日（木）～15日（金）、新たなビジネスチャンスの創
出を目的とする県内最大規模の展示商談会「彩の国ビジネスア
リーナ2008」を開催し、当行は主催者として参加企業の取次や、
当行ブースの出展・運営等を行いました。

株式上場を目指す企業の皆さまを対象に、毎年「株式上場セミ
ナー」を開催しています。株式上場に関する最新の情報から、株
式上場の実体験の紹介まで、さまざまな内容で企画しています。

日本工業大学との締結式 西武文理大学との締結式

彩の国ビジネスアリーナ2008 株式上場セミナー「埼玉発！上場企業へ！2007」
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地域経済活性化のために、より便利にご利用いただくために

各種ご連絡窓口のお知らせ

八潮支店オープン 資産運用セミナーの開催

八潮支店外観 資産運用セミナー

お問合せの内容 電話番号等 受付時間帯

通帳･お届印・キャッシュカードの紛失、盗難
お取扱店 月〜金　　8：40〜17：00

90120-27-6340（ATM監視センター又はカード紛失共同受付センター） 土日祝日、月〜金の上記以外の時間帯

インターネットバンキング 90120-44-6340（インターネット・ヘルプデスク）

月〜金　　9：00〜17：00

（12／31〜1／3を除く）

預金商品、ポイントサービス 90120-18-6340（ダイレクトバンキングセンター）

個人ローン商品 90120-30-6340（メールオーダー係）

法人向け融資商品 90120-22-6340（法人部）

外貨預金 90120-6340-16（市場金融部）

個人年金保険、証券仲介、国債 3048-641-6111（FP営業推進室）

投資信託 90120-6342-14（投信フリーダイヤル）

創業・新事業に関すること、確定拠出年金 3048-641-6111（ニュービジネス推進室）

ぶぎんビジネス情報サイト 3048-641-6111（法人部）

ぶぎん経営者クラブ 3048-647-8484（ぶぎん地域経済研究所）

エレクトロニック・バンキングサービス 3048-648-5965（EBサービス相談室）

IR情報 3048-641-6111（総合企画部）

採用情報 3048-641-6111（人事部）

平成20年2月25日（月）、八潮市内における当行初の店舗「八潮
支店」を開設しました。
なお、当店には、県内金融機関初となる生体認証（指静脈認証
システム）を採用した全自動貸金庫292函が設置されています。

当行では、お客さまの資産運用に役立つさまざまな情報をご提
供するため、「資産運用セミナー」を定期的に開催しています。

県民の
皆さまとともに
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地域貢献活動

県民の皆さまとともに
障がいをお持ちの方への支援 教育支援活動の実施

ぶぎんレポート 北浦和支店で行われた中学生職場体験学習

県内の自然環境保全活動 文化・スポーツの振興

緑豊かな自然を次代に引き継ぐため、公益信託「むさしの緑の基
金」による助成活動を行っております。
また、平成20年度から、（財）埼玉県生態系保護協会さまのご協
力をいただき、休日を利用して「ぶぎん環境カレッジ」を開講、自然
環境保全・生態系保護に関する知識の習得に努めております。

県内の文化・スポーツ活動が盛んになることを願い、毎年「大宮
薪能」や「日本スリーデーマーチ」に協賛し、応援しています。
また、地域のお祭りやイベントへの参加、ロビーを活用した作品展
の開催など、地域の皆さまとのふれあいを大切にしています。

環境カレッジ（第2回目）野外実習の模様 絵画展（県庁前支店）

当行では、障がいをお持ちの方へのご支援にも力を入れておりま
す。
平成20年4月16日（水）には、藤ヶ丘支店にて職場見学会を実施
したほか、芸術・文化活動のご支援を目的として、ぶぎん地域経
済研究所発行の「ぶぎんレポート」に、平成20年4月から作品発
表の場をご提供しています。

当行では、教育支援活動の一環として、地元小・中学校の職場
見学会や体験学習を積極的に受け入れています。
北浦和支店では、平成20年1月30日（水）～2月1日（金）の3日間に
わたり、地元中学生の職場体験学習を実施しました。

県民の
皆さまとともに
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株式情報
株式の状況等

株式のご案内

株主の所有者別構成

「株券電子化」2009（平成21）年1月実施で準備中！

●発行する株式の総数…… 80,000千株
●発行済株式の総数……… 34,455千株
●株主数………………… 14,689名　

⒈株主名簿管理人、事務取扱所及び取次所
　株主名簿管理人　東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
　　　　　　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社
　同連絡先　　　　〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
　　　　　　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
　　　　　　　　　90120-232-711
　同取次所　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社全国各支店
⒉公告の方法
　�さいたま市において発行する埼玉新聞及び東京都において発行す

る日本経済新聞に掲載いたします。
　�なお、決算公告につきましては、新聞紙上に掲載する方法に代え

て、当行のホームページに掲載いたします。
⒊事業年度　　　毎年4月1日から翌年3月31日まで
⒋定時株主総会　毎年6月に開催
⒌配当金
　●剰余金の配当
　　�毎年3月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主若しく

は信託受益者、登録株式質権者にお支払いします。
　●中間配当金
　　�取締役会の決議により、9月30日の最終の株主名簿に記載又は記

録された株主若しくは信託受益者、登録株式質権者に対し、お
支払いします。

　●配当金のお受取り
　　�配当金のお受取りに預金口座振込みをご指定いただきますと、

早くお受取りになれます。

株券はご本人の名義になっていますか？
ご本人以外の名義になっている株券をお持ちの場合、株
券電子化実施後は、株主としての権利（配当金の受取り
等）を失うおそれがあります。
お早めに、名義書換のお手続きをお済ませください。
なお、株券を証券会社を通じて証券保管振替機構にお預
けの場合、お手続きは不要です。

【お問合せ】
◉名義書換手続きについてのお問合せ
　・株主名簿管理人
　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
　　相続等名義書換などの手続きに関する事項
　　90120‐232‐711（平日9：00～17：00）
　　http://www.tr.mufg.jp/daikou/
◉「株券電子化」に関するお問合せ・情報
　・日本証券業協会
　　証券決済制度改革推進センター
　　（証券受渡・決済制度改革懇談会事務局）
　　303‐3667‐4500（平日9：00～17：00）
　　http://www.kessaicenter.com/

 大株主の状況 （千株・%）
株　主　名　 所有株式数 持株比率

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,472 7.19
株 式 会 社 三 菱 東 京 U F J 銀 行 1,818 5.29
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4） 1,386 4.03
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 938 2.73
明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 735 2.14
株 式 会 社 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 723 2.10
武 蔵 野 銀 行 従 業 員 持 株 会 692 2.01
住 友 生 命 保 険 相 互 会 社 582 1.69
株 式 会 社 み ず ほ コ ー ポ レ ート 銀 行 533 1.55
株 式 会 社 西 日 本 シ テ ィ 銀 行 503 1.46
※�持株比率は、発行済株式総数から自己株式（101千株）を控除した株式数に対する所有株

式数の割合です。
　小数点第３位以下を切り捨てて表示してあります。

（平成20年3月31日現在） ●その他法人：25.66％
　株主数：1,743名
　株式数：8,840千株

●金融商品取引業者：0.92％
　株主数：47名
　株式数：316千株

●外国法人等：9.43％
　株主数：163名
　株式数：3,248千株

●個人その他：15.92％
　株主数：12,646名
　株式数：5,485千株

●金融機関：48.07％
　株主数：90名
　株式数：16,565千株

株式情報
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環境に配慮した植物性大豆油インキを使用しています。

武蔵野銀行の店舗配置図

〒330-0854　さいたま市大宮区桜木町一丁目10番地8　TEL.048-641-6111（代）
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❶ 本店営業部
❷ 大宮支店
　（大宮住宅ローンセンター）
❸ 天沼支店
❹ さいたま新都心支店
❺ 宮原支店
❻ 宮原西口支店
❼ 大宮北支店
❽ 指扇支店
❾ 東大宮支店
� 七里支店
� 片柳支店
� 深作支店
� 浦和支店
� 県庁前支店
� 北浦和支店

� 南浦和支店
　（南浦和住宅ローンセンター）
� 武蔵浦和支店
� 白鍬支店
� 与野支店
� 北浦和西口支店
� 岩槻支店
� 川口支店
� 西川口支店
� 東川口支店
� 蕨支店
� 戸田支店
� 戸田西支店
� 鳩ヶ谷支店
� 上尾支店
� 西上尾支店

� 桶川支店
� 北本支店
� 鴻巣支店
� 伊奈支店
� 朝霞支店
� 新座支店
� 新座南支店
� 志木支店
� みずほ台支店
� ふじみ野支店
� 大井支店
� 川越支店
� 新河岸支店
� 霞ヶ関支店
� 川越南支店
　（川越住宅ローンセンター）

� 鶴ヶ島支店
� 坂戸支店
� 東松山支店
� 高坂支店
� 小川支店
� 所沢支店
� 新所沢支店
　（所沢住宅ローンセンター）
� 下山口支店
� 所沢駅前支店
� 東所沢支店
� 狭山支店
� 入曽支店
� 狭山西支店
� 入間支店
� 飯能支店

� 日高支店
� 蓮田支店
� 新白岡支店
� 久喜支店
　（久喜住宅ローンセンター）
� 八潮支店
　（八潮住宅ローンセンター）
� 草加支店
� 松原支店
� 三郷支店
� 越谷支店
� 大袋支店
� 松伏支店
� 春日部支店
� 武里支店
� 藤ヶ丘支店

� 庄和支店
� 杉戸高野台支店
� 幸手支店
� 加須支店
� 羽生支店
� 行田支店
� 熊谷支店
� 熊谷東支店
　 （熊谷東住宅ローンセンター）
� 深谷支店
� 川本支店
� 本庄支店
� 本庄南支店
� 寄居支店
� 秩父支店
� 横瀬支店

� 東京支店
� 五霞支店
1  太田オフィス
2  和光オフィス
3  足立オフィス
4  西東京オフィス
5  北東京オフィス
1 大宮西口住宅ローンセンター
2 川口住宅ローンセンター
3 朝霞住宅ローンセンター
4 南越谷住宅ローンセンター

平成20年4月1日現在




